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『全体新論』に掲載される解剖図の出典について
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要旨：西洋の科学的解剖学を近代中国にもたらしたとして，これまで評価されてきたホブソンの
『全体新論』には，当時の中国伝統の諸医書をはるかにしのぐ精美な解剖図が多数掲載されている．
本稿では，『全体新論』の影響力がおもに解剖図による視覚的なものであったことを焦点に，解剖
図の出典を調査し，ウィルソン『人体解剖学体系』，およびカーペンター『動物生理学』が主要な
出典であることをはじめて明らかにした．しかし，出典の解剖図が本来備えもつ重要な解剖学的意
義の多くは，『全体新論』において切り捨てられていたと結論づけられる．中国近代医学史にとっ
て『全体新論』の伝えた西洋解剖学は専門レベルのものではなく，あくまで概観に止まっており，
ポピュラーサイエンスの水準での伝播を意図したものである．
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0．はじめに

英国人医療宣教師ホブソン（Benjamin Hobson, 

1816–1873，中国名；合信）が編纂した『全体新論』

（1851）は，近代中国にはじめて西洋の解剖生理

学を伝えたことで知られる．当時の中国における

人体解剖に関する知識は，中国伝統医学独自の流

れで受け継がれてきた五臓六腑を中心にしたもの

であった．王清任（1768–1831）の著した『医林

改錯』（王，1830）には，明らかに従来よりも詳細

に描かれた「親見臓腑図」が収録されており，中

国伝統医学史上，新たな解剖学的展開の重要な第

一歩であると今日に評価される1）．『医林改錯』は

中国伝統医学で独自に論じられてきた臓腑説，あ

るいは経絡説を根本から否定する意図をもち，そ

の意味においても中国における本格的な解剖学的

追求の再開と位置づけることができる．経絡とい

う中国伝統の概念上で論じられてきた臓腑説は，

ようやく一つの大きな局面を迎えたといえよう．

しかし，時代はすでに 19世紀も中葉にさしかかろ

うとしており，純粋な解剖学の追求という側面で

比較すれば，すでに西洋との差は極めて大きなも

のとなっていた．王清任の「親見臓腑図」によっ

て新たな解剖学的知識が加えられたのではある

が，依然として限られた内容であったことは，『医

林改錯』本文でその図を説明するために駆使され

た解剖学的語彙をみることでも明らかである2）．

西洋の医学書が翻訳・翻案によって本格的に中

国にもたらされるのは，19世紀も後葉に至って

からのこととなる．『全体新論』はそれらに先駆

ける刊行物であるがために普及度，および影響力

は大きく，西洋医学をいち早く中国伝統医学の流

れの中に取り込もうとした「中西医匯
かいつう

通派」と呼

ばれる中国伝統の医家の一派が編纂した諸医書の

多くには，『全体新論』に掲載される解剖図が引

用されている3）．一方，先の王清任による「親見

臓腑図」はこれ以前の「臓腑図」よりもやや詳し

くなってはいるものの，西洋の解剖学書等から引

用した『全体新論』の図と比較すれば，その差異

は一目瞭然である．従って，そうした背景からも，

『全体新論』に掲載される多数の解剖図が，視覚

的な面で当時の中国に大きな反響をもたらしたこ
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とがわかる．そのことを受けて，日本にも『全体

新論』は輸入され，翻刻されるなどしてきた4）．

そのように，『全体新論』で最も重要な役割を

果たしたのは，これに掲載される解剖図である．

しかし，それにも係わらず，解剖図の出典につい

ては今日に至っても明らかにされてこなかった5）．

一般に，『全体新論』は近代中国における西洋医

学伝播の起点的存在とされてきており，その医史

学的意義を検討するという意味においても，解剖

図の出典を明らかにすることは急務であり，本稿

ではそのことを中心に論じたい．

1．『全体新論』に掲載される解剖図の概略

『全体新論』を紹介するWylie（1867）は，従来

の研究で度々取り上げられてきた．そこには，『全

体新論』初版本が折りたたみ式で 7枚にわたるリ

トグラフによる解剖図を付したものであったこ

と，そして，それら 7枚のリトグラフによる解剖

図が後に木口木版画によって再編し直された上

で，再版本として刊行された旨が記されている6）．

今日の中国および日本各地の図書館に所蔵される

『全体新論』は咸豊元年（1851）刊行とされるが，

それらには咸豊三年（1853）につくる「賛」1丁

があることから，実際は再版本であり，折りたた

み式の 7枚にわたるリトグラフによる解剖図は一

切みられない7）．そして，この再版本の例言にも，

初版での解剖図はリトグラフによって刷られたも

のであったが，すこぶる雑になってしまったため

に木口木版画によって再編し直し，分類ごとに各

編に分けた旨が述べられている8）．

『全体新論』再版本（1853）において，木口木

版画による解剖図は，初版本の各丁を保ったまま

に挿入されており，そのことはそこに記される丁

数をみることで確認することができる．後に日本

で刊行された翻刻本等も，この再版本をもとにす

るものであり，折りたたみ式のリトグラフによる

解剖図は一切含まない9）．現存する初版本は確認

されていないが，咸豊三年につくる「賛」1丁を

付し，リトグラフによる解剖図を織り込んだ版が，

Harvard-Yenching Libraryに所蔵される10）．

リトグラフによる解剖図をもたない再版本『全

体新論』に掲載される木口木版画による解剖図は，

合計 22丁にわたって印刷されており，図数は 212

を数える11）．解剖図を印刷した各丁は各編の冒頭

に挿入されており，その編の概要を提示するかた

ちとなっている．本文は 24字× 20行で合計 71

丁に渡るが，この内の末尾 6丁には医学に関する

ものではなく，キリスト教に関する内容が記述さ

れる．冒頭には，序 2丁・賛 1丁・例言 2丁・目

録（目次）1丁があり，合計 99丁から構成される．

賛 1丁は，咸豊三年（1853）に記されたものであ

り，これがあるものはつまり初版本ではなく再版

本である．先のWylie（1867）では 99丁から構成

されると説明されており，それは再版本『全体新

論』を指すものであることがわかる．

以上をまとめると，『全体新論』初版本では，

序 2丁・例言 2丁・目録（目次）1丁・本文 71丁

に，折りたたみ式の 7枚にわたるリトグラフによ

る解剖図が付されていたと考えられるが，再版本

では初版本に賛 1丁および木口木版画による解剖

図が印刷された 22丁が加えられたものと，そこ

から折りたたみ式の 7枚にわたるリトグラフによ

る解剖図が排除されたものとが刊行されていたこ

ととなる．

先述のように，今日の中国・日本の各図書館で

所蔵が確認される『全体新論』はリトグラフによ

る解剖図が排除された再版本（1853）で，この版本

は同じくホブソン編纂による『博物新編』（1855），

『西医略論』（1857），『婦嬰新説』（1858），および

『内科新説』（1858）が加えられて『西医五種』

（1858）としても刊行されている12）．従って，この

リトグラフによる解剖図が排除された再版本『全

体新論』は，近代中国においても最も広汎に読ま

れたと考えられること，また，民国三年（1914）

にも全く同構成の重印本，および，石印本がそれ

ぞれ刊行されていたことから，以下，本稿ではこ

の版本を考察対照として論じたい．

2．『全体新論』に掲載される解剖図の

出典について

ホブソンは『全体新論』序において，西洋の医

学書を複数参照した旨を述べてはいるものの，具



松本秀士・坂井建雄：『全体新論』に掲載される解剖図の出典について 465

体的な書名等，出典の特定につながるような説明

は一切していない13）．しかし，前章で述べたよう

に，『全体新論』に掲載される解剖図の出典は，

遅くとも 1853年までに刊行されたものに限られ

ることとなる．そして，これまで取り上げられる

ことのなかったMedical Times and Gazette（1859）

には，『全体新論』の図の出典を大きく裏付ける

記述がみられる．これによると，Carpenter（カー

ペンター）の名とその著書“Animal Physiology”

（『動物生理学』）があげられているのをはじめ，

Quain（クエイン），Wilson（ウィルソン），および，

Paley（ペイリー）の名が示されている14）．

カーペンターはすなわち William Benjamin 

Carpenter（1813–1885，英）であり，『動物生理学』

は Popular cyclopaedia of natural scienceのシリー

ズ本（1841–1844）の一編として刊行されたもの

（Carpenter, 1843）である15）．これには『全体新論』

に掲載される解剖図に相当するものが多数みら

れる．

クエイン（Jones Quain, 1796–1865，英）の著作

としては『解剖学要論』（初版 1828）16），ならびに，

ウィルソン（William James Erasmus Wilson, 1809–

1884，英）との共著で『解剖学図譜集』（初版 1842）

がある 17）．クエインの弟（Richard Quain, 1800–

1887，英）は『解剖学要論』第 5版（1843）の改訂

を担当しているが，包括的な著作はない．クエイ

ンの『解剖学要論』は第 4版（1837）から木口木

版画による解剖図が加えられ，『全体新論』の図

に相当するものが多数みられる．しかし，後述す

るウィルソンによる『人体解剖学体系』にも同等

の解剖図があり，クエインの『解剖学要論』にの

みある解剖図については『全体新論』では一切掲

載されていない．このことから，クエインの『解

剖学要論』は出典ではないと判断される．一方，

ウィルソンとの共著『解剖学図譜集』には，いく

つかの該当する解剖図がみられた．

ウィルソンはすなわち前出の William James 

Erasmus Wilsonであり，主要な解剖学関係の著作

には『解剖学者必携』（初版 1840）がある18）．そ

のアメリカ版『人体解剖学体系』に該当する解剖

図が多数あり，中でも 1851年版で最も多くの一

致をみた19）．

ペイリー（William Paley, 1743–1805，英）につい

ては，『自然神学』の一部の版に図が付されてお

り，その中の解剖図に『全体新論』と一致するもの

がみられる．図を付した版にはベル（Charles Bell, 

1774–1842，英），ブルーム（Henry Lord Brougham, 

1778–1868，英）共編のものと，パクストン（James 

Paxton, 1786–1860，英）編のものとがある．ベル編

には各版があるが，掲載される解剖図で判断する

限り 1845年のロンドン版で最も良く一致をみた20）．

パクストン編にも各版があり，同様に判断して

1837年版での描かれ方が最も近かった21）．

以上，カーペンターによる『動物生理学』をは

じめ，クエインとウィルソンとの共著による『解

剖学図譜集』，ウィルソンによる『人体解剖学体

系』，ペイリーによる『自然神学』のベル，ブルー

ム共編版，および同パクストン編版は，『全体新

論』に掲載される解剖図の出典としてほぼ確実で

あると判断されるため，以下「A群」に分類して

論じる．

しかし，『全体新論』では明らかにそれら以外

の複数の書からも図が引用されている．そのた

め，『全体新論』再版本が咸豊三年（1853）につく

る「賛」をもつことを手がかりにして，筆者は 1853

年以前に出版された解剖学，医学，生物学，およ

び自然科学等の各書で，図が掲載されているもの

を中心に探索した．以下，筆者の行った同定作業

により推定できた解剖図の出典を表 1に示した．

なお，同定根拠の違いにより原典を分類し，他に

同様の図がみられなかったために出典としたもの

を「B群」とした．「B群」には，Cheselden（1763），

Wardrop（1808），Bell, Bell（1809），Cloquet（1825），

Arnott（1831），Davis（1836），Paxton（1837b），

Hooper（1842），Yeoman（1851），Cruveilhier（1853）

が含まれる．同様の図が他の著作にもみられる

が，該当する図が多く掲載されていることから出典

であると判断したものを「C群」と分類した．「C

群」には Jones（1841），Solly（1847），Jones（1847），

Dunglison（1850）が含まれる．「B群」については，

これを引用する他の著作を出典とする可能性はあ

るが，少なくともその図の原典的存在であり，こ
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の意味において重要である．

さらに，出典は不詳であるが特に重要ないくつ

かの解剖図については，描かれ方に顕著な異同が

ある場合でも，別の出典を通すなどして間接引用

となった可能性があると判断されるものを，今後

の検討のための参考資料として「D群」に分類して

示した．「D群」にはSmellie（1757），Hunter（1774），

Conquest, Winn（1854）が含まれる．

また，詳細は本稿第 3章で述べるが，医史学的

背景から各出典にある解剖図の印刷方法に重要な

意味があるために，これについても併せて表 1の

中に示した．なお，以下本稿で各出典を論じる場

合は，表 1に示した略称を用いた．

次の表 2には各丁に描かれる解剖図の概要とそ

の図数を示すとともに，丁ごとに各出典から引用

された図の数を明らかにしておく22）．表 2で明ら

かなように，『全体新論』に掲載される解剖図の

最も主要な出典はウィルソンによる『人体解剖学

表1　『全体新論』解剖図の出典一覧

分類 編著者 （刊行年） 書名 略号 図印刷

A群 Carpenter WB （1843) Animal physiology Carpenter 木口木版画

Quain J, Wilson WJE （1842) A series of anatomical plates Quain-Wilson リトグラフ

Wilson WJE （1851) A system of human anatomy Wilson 木口木版画

Paley W, Paxton J （1837) Paley’s theology, with illustrations Paley-Paxton リトグラフ

Bell C, Brougham HL （1845) Paley’s natural theology; with illustrative 
notes

Paley-Bell 木口木版画

B群 Cheselden W （1763) The anatomy of the human body Cheselden 銅版画

Wardrop J （1808) Essays on the morbid anatomy of 
the human eye

Wardrop リトグラフ

Bell J, Bell C （1809) The anatomy of the human body Bell 銅版画 +木口木版画

Cloquet J （1825) Manuel d’anatomie descriptive du corps
humain

Cloquet リトグラフ

Arnott N （1831) Elements of physics Arnott 木口木版画

Davis DD （1836) The principles and practice of obstetric
medicine

Davis リトグラフ

Paxton J （1837) An introduction to the study of human
anatomy

Paxton_anat 木口木版画

Hooper R （1842) Physician’s vade mecum Hooper 木口木版画

Yeoman TH （1851) The people’s medical journal, and family
physician

Yeoman 木口木版画

Cruveilhier J, Pattison GS （1853) The anatomy of the human body Cruveilhier 木口木版画

C群 Jones TR （1841) A general outline of the animal kingdom Jones R 木口木版画

Solly S （1847) Human brain : its structure, physiology
and diseases

Solly 木口木版画

Jones TW （1847) A manual of the principles and practice
of ophthalmic medicine and surgery

Jones W 木口木版画

Dunglison R （1850) Human physiology Dunglison 木口木版画

D群 Smellie W （1757) Tabulae anatomicae Smellie 銅版画

Hunter W （1774) Anatomia uteri humani gravidi tabulis
illustrada

Hunter 銅版画

Conquest JT, Winn JM （1854) Dr. Conquest’s outlines of midwifery Conquest 木口木版画
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体系』であり，次いでカーペンターによる『動物

生理学』である23）．

次の表 3には，『全体新論』に掲載される解剖

図ごとにその出典を示した．先述のA～D群の分

類に加えて，図の描かれ方に応じて次のように区

分けした．図に左右反転の異同があるもの，また

は描写の上で主要ではない細かな線等の省略が僅

かにみられるが，図の輪郭に影響を与えるほどで

はないものについては「'（プライム）」を付して

「A'」「B' '」「C' '」とし，省略される線の度合いが明'

らかに多く，それに応じて図の輪郭の一部に異同

がみられるものについては「''（ダブルプライム）」

を付して「A''」「B' ''」「C' ''」とした' 24）．なお，以上

の同定作業で参照した 1853年までの各書の全般

的な特徴として，特に 1830年代以後のものに，他

書からの解剖図を転用する傾向があげられ，その

ために，図が一致する，あるいは類似するという

だけで出典であると断定しきれない面がある．特

表2　『全体新論』丁ごとの解剖図数，および出典一覧

丁 解剖学分類
図
総
数

A群 B群 C群

不
詳

C
ar

pe
nt

er

Q
ua

in
-W

ils
on

W
ils

on

Pa
le

y

B
el

l

C
ru

ve
ilh

ie
r

そ
の
他

Jo
ne

s 
R

So
lly

Jo
ne

s 
W

D
un

gl
is

on

一甲 骨格系 2 2

一乙 骨格系 12 12

一丙 骨格系 12 11 1

十甲 骨格系 19 5 9 1 1 3

十乙 骨格系 10 2 5 3

十六甲 筋系 6 1 4 1

十六又甲 神経系 12 8 2 2

十六乙 神経系 10 2 2 1 2 3

二十二甲 視覚器系 14 5 1 2 1 5

二十二乙 視覚器系 12 1 1 2 4 4

三十一 聴覚器系 11 2 1 1 1 2 2 3

三十四 その他感覚器系 18 4 1 2 1 1 2 7

三十八甲 消化器系 8 1 3 3 1

三十八乙 消化器系 8 2 4 2 1

四十六甲 循環器系 7 1 2 1 2 1

四十六乙 循環器系 13 3 5 2 2 1

四十六丙 循環器系 2 1 1

五十二 循環器系 7 1 1 6

五十七 泌尿器&男性生殖器 11 7 2 2

六十甲 女性生殖器&産科 14 1 3 1 2 3 4

六十乙 産科&胎児 2 2

六十丙 産科&胎児 2 2

合計 212 29 7 73 5 10 14 12 9 4 4 9 39
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表3　『全体新論』各解剖図の出典詳細一覧

丁 図整理番号 図名称 出典 出典ランク

一甲オ 01A-a01 正面人骨図 Arnott B

一甲ウ 01A-b01 嬰孩骨格図 Cheselden B'

一乙オ

01B-a01 首節頸骨図 Wilson A

01B-a02 次節頸骨図 Wilson A

01B-a03 頸骨図 Wilson A

01B-a04 背骨図 Wilson A

01B-a05 尾骶骨図 Wilson A

01B-a06 腰骨図 Wilson A

一乙ウ

01B-b01 額骨外形図 Wilson A

01B-b02 額骨内形図 Wilson A

01B-b03 枕骨外形図 Wilson A

01B-b04 枕骨内形図 Wilson A

01B-b05 耳門骨内図 Wilson A

01B-b06 耳門骨外図 Wilson A

一丙オ

01C-a01 正面髑髏図 Wilson A

01C-a02 左右［骨盧］頂骨図 Paley-Bell A

01C-a03 上牙床骨図 Wilson A

01C-a04 下牙床骨図 Wilson A

01C-a05 鼻中上水泡骨図 Wilson A

01C-a06 蝴蝶骨図 Wilson A

一丙ウ

01C-b01 横割頭顱見盛脳骨図 Wilson A

01C-b02 反看髑髏之底図 Wilson A

01C-b03 肩［骨甲］骨図 Wilson A

01C-b04 胸脇骨図 Wilson A

01C-b05 胯骨図 Wilson A

01C-b06 尻骨盤図 Wilson A

十甲オ

10A-a01 上臂骨図 Wilson A

10A-a02 正肘骨転肘骨 Wilson A

10A-a03 指掌骨図 Wilson A

10A-a04 腕骨図 Wilson A

10A-a05 大腿骨図 Wilson A

10A-a06 小腿骨転腿骨前形 Wilson A

10A-a07 脚掌骨図 Wilson A

10A-a08 大腿骨図後形 Wilson A

10A-a09 転腿骨小腿骨後形 Wilson A
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丁 図整理番号 図名称 出典 出典ランク

十甲ウ

10A-b01 大人各牙図 不詳

10A-b02 小児牙図（［齒産］骨） Carpenter A

10A-b03 小児牙図（小児牙床） 不詳

10A-b04 虎類／食肉之牙 Carpenter A

10A-b05 象牙／食草之牙 不詳

10A-b06 虎類大牙 Paley-Bell A

10A-b07 食虫之牙 Carpenter A

10A-b08 食果之牙 Carpenter A

10A-b09 食穀豆之牙 Carpenter A

10A-b10 脊骨図 Dunglison C

十乙オ

10B-a01 鰐魚骨長二十尺 Jones R C

10B-a02 鯨魚骨長五十尺 Jones R C

10B-a03 猩々骨格 Jones R C

10B-a04 象足骨 不詳

10B-a05 馬足骨 Jones R C

十乙ウ

10B-b01 大鷹骨 Carpenter A

10B-b02 駱駝骨 Carpenter A

10B-b03 鹿骨 Jones R C

10B-b04 虎頭骨 不詳

10B-b05 虎爪骨 不詳

十六甲オ

16A-a01 手肉図 Cruveilhier B

16A-a02 足肉図割浅 Cruveilhier B

16A-a03 身肉図 Cruveilhier B

16A-a04 手筋帯図 Wilson A

16A-a05 足肉図割深 Cruveilhier B

十六甲ウ 16A-b01 勇士闘力図 Cheselden B

十六又甲オ

16AA-a01 横割大脳見当中相連図 Wilson A

16AA-a02 横割大脳見左右水房図 Wilson A

16AA-a03 当面破辺脳部図 Carpenter A

16AA-a04 駝鳥脳図 Carpenter A

16AA-a05 鰻鱔脳図 Solly C

16AA-a06 虫脳珠図 Carpenter A

16AA-a07 鬆鼠脳図 Solly C

十六又甲ウ

16AA-b01 週身脳気筋図 Carpenter A

16AA-b02 白人頭殻 Carpenter A

16AA-b03 黒人頭殻 Carpenter A

16AA-b04 猴子頭殻 Carpenter A

16AA-b05 猪頭殻 Carpenter A
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丁 図整理番号 図名称 出典 出典ランク

十六乙オ

16B-a01 反転脳底之形図 Cruveilhier B

16B-a02 脳頂図 不詳

16B-a03 脳内形図 Quain-Wilson A

16B-a04 破辺脳枚図 Wilson A

16B-a05 頭部脳気筋図 Wilson A

十六乙ウ

16B-b01 脊髄前後根図 Solly C

16B-b02 横割一片所見如此 Solly C

16B-b03 手部脳気筋并脉管図 不詳

16B-b04 脳連脊髄之形図 Quain-Wilson A

16B-b05 足後脳気筋并脉管図 不詳

二十二甲オ

22A-a01 人眼同此大 不詳

22A-a02 展割眼簾 不詳

22A-a03 目系本源図 Wilson A

22A-a04 近視眼図 不詳

22A-a05 遠視眼図 不詳

22A-a06 樹形透凸鏡図 不詳

22A-a07 箭形透近視眼図（凹鏡無） Bell B

22A-a08 箭形透近視眼図（凹鏡有） Bell B

二十二甲ウ

22A-b01 眼側面図 Dunglison C''

22A-b02 眼胞肉図 Paley-Paxton A''

22A-b03 涙核涙管図 Wilson A

22A-b04 眼窠七肉図 Wilson A

22A-b05 当面破辺眼球図 Wilson A

22A-b06 側面破辺眼球図 Wilson A

二十二乙オ

22B-a01 直割眼球図 Quain-Wilson A''

22B-a02 虫類眼睛図 不詳

22B-a03 魚眼図 Jones R C''

22B-a04 鷹眼図 Jones R C'

二十二乙ウ

22B-b01 睛珠変質図 Jones W C'

22B-b02 鍼下眼睛図 Jones W C''

22B-b03 眼簾熱症図 不詳

22B-b04 外膜遮睛図 Jones W C'

22B-b05 ［奴月］肉扳睛図 不詳

22B-b06 明罩変凸図 Jones W C'

22B-b07 ［目雚］毛倒挿図 不詳

22B-b08 明罩生尖図 Wardrop B
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丁 図整理番号 図名称 出典 出典ランク

三十一オ

31-a01 攪気試声図 不詳

31-a02 耳骨図 Quain-Wilson A

31-a03 耳骨部位図 Wilson A

31-a04 直割耳骨見各部位図 Carpenter A

三十一ウ

31-b01 耳内四小骨図
Carpenter A''

Cloquet B'

31-b02 鱗蚧類耳骨図 Jones R C

31-b03 兎聴声図 不詳

31-b04 耳内竅骨図 Cloquet B

31-b05 鳥耳骨図 Jones R C

31-b06 人耳内四小骨相連図 Paley-Bell A

31-b07 狸聴声図 不詳

三十四オ

34-a01 鼻脆骨図 Quain-Wilson A

34-a02 鼻下水泡骨図 不詳

34-a03 横割見鼻図 Dunglison C''

34-a04 象鼻図 Carpenter A

34-a05 象指掇物　象鼻飲水 不詳

34-a06 拾掇小物獣類不能 不詳

34-a07 人手能拾掇図 Yeoman B''

34-a08 猩猩手図 Carpenter A

34-a09 巨獒救人図大雪天時 不詳

三十四ウ

34-b01 舌内脳筋脉管図 不詳

34-b02 蜜舌採花図 Carpenter A

34-b03 螺舌 Carpenter A''

34-b04 人舌図 Wilson A

34-b05 蛇舌図 不詳

34-b06 貘鹿図 不詳

34-b07 髪管図 Cruveilhier B'

34-b08 汗孔図 Dunglison C''

34-b09 皮内之形図 Wilson A

三十八甲オ

38A-a01 当面破辺臉項図（割浅） Carpenter A

38A-a02 当面破辺臉項図（割深） Cruveilhier B''

38A-a03 横面破辺頚部図（未開） Cloquet D

38A-a04 横面破辺頚部図（割開） Wilson A

三十八甲ウ

38A-b01 剖前身見臓腑図 Cruveilhier B

38A-b02 剖割背腹図 Cruveilhier B

38A-b03 破辺胃経図 Wilson A

38A-b04 剖割闌門図 Wilson A
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丁 図整理番号 図名称 出典 出典ランク

三十八乙オ

38B-a01 張口図 Dunglison C

38B-a02 小腸吸液管運行図
Wilson A''

Carpenter A'

38B-a03 正面臓腑部位図 Hooper B''

38B-a04 背面臓腑部位図 Hooper B''

三十八乙ウ

38B-b01 脾胃肝腸脉管図 Wilson A

38B-b02 膈下臓腑図 Carpenter A

38B-b03 腸部脉管図 Wilson A

38B-b04 剖腹見臓図 Wilson A

四十六甲オ

46A-a01 心経衆管図 Bell B

46A-a02 心血運行図 Wilson A

46A-a03 心左房門図 Paxton_anat B'

四十六甲ウ

46A-b01 血脉総管図 Cruveilhier B

46A-b02 全体脉管図 Carpenter A

46A-b03 下部各回血管入肝化生胆汁図 Wilson A

46A-b04 面部頸部脉管図 Cruveilhier B

四十六乙オ

46B-a01 手部脉管図 Cruveilhier B

46B-a02 脚面脉管図 Wilson A

46B-a03 足後血脉管図 Wilson A

46B-a04 大腿脉管図 Wilson A

46B-a05 廻血管門図 Cruveilhier B

46B-a06 脚底脉管図 Wilson A

四十六乙ウ

46B-b01 血脉総管三門図 Bell B

46B-b02 将三門割開所見如此 Bell B'

46B-b03 臀部脉管図 Wilson A

46B-b04 蛤脚膜血管図 Carpenter A

46B-b05 血輪運行図 Carpenter A

46B-b06 衆血運行図 Dunglison C''

46B-b07 心内四房図 Carpenter A

四十六丙オ 46C-a01 週身血脉管図 Quain-Wilson A'

四十六丙ウ 46C-b01 破辺心部図 Paley-Bell A'

五十二オ

52-a01 週身血脉総管図
Wilson A'

Wilson A'

52-a02 脳底脉管図 Wilson A

52-a03 頸脉管上行図 Wilson A
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丁 図整理番号 図名称 出典 出典ランク

五十二ウ

52-b01 肺中三管図 Quain-Wilson A

52-b02 肺経気管図 Carpenter A

52-b03 脉管由心上行図 Wilson A

52-b04 心肺総管図 Wilson A

五十七オ

57-a01 直割内腎図 Wilson A

57-a02 内腎血管図 不詳

57-a03 内腎生尿図 Wilson A

57-a04 横割外腎図 Wilson A

57-a05 直割外腎図 Wilson A

57-a06 破辺陽物図 Wilson A

五十七ウ

57-b01 小腹内臓図 Wilson A

57-b02 膀胱図 不詳

57-b03 破辺膀胱蒂図 Wilson A

57-b04 小腸疝図 Bell B

57-b05 水疝図 Bell B

六十甲オ

60A-a01 子宮図 Cruveilhier B

60A-a02 十五日肧胎図 Bell B

60A-a03 孕四十日子宮図 Bell B

60A-a04 十二日肧珠（未割） 不詳

60A-a05 十二日肧珠（割開） 不詳

60A-a06 二十一日肧 不詳

60A-a07 四十五日 Dunglison C'

60A-a08 六十日成形 Dunglison C'

60A-a09 四月胎胞図 Cloquet D

六十甲ウ

60A-b01 剖騐子管図 Davis B

60A-b02 足月胎図 Dunglison C''

60A-b03 破辺小腹図 Wilson A

60A-b04 全個子宮 Bell B

60A-b05 破辺子宮図 Davis B''

六十乙オ 60B-a01 足月孕婦図 Hunter D

六十乙ウ 60B-b01 嬰児臍帯胎盆図 Cloquet D

六十丙オ 60C-a01 足月孖胎図 Smellie D

六十丙ウ 60C-b01 横生図 Conquest D
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にB群，およびC群については，それが出典であ

ることを示す史料は見いだせておらず，絶対的な

出典ではない可能性もあり得ることを断っておき

たい．

次頁以降には，『全体新論』に掲載される各解剖

図と，本稿で明らかにした出典の解剖図を示した．

『全体新論』に掲載される各解剖図には，先の表 3

で付した整理番号を示した．以下，本稿で『全体

新論』に掲載される各解剖図を論じる場合には，

この整理番号を用いた．

3．『全体新論』に掲載される解剖図にみる

医史学的問題

『全体新論』に掲載された図は，おもに 19世紀前

半の解剖学書であり，そこに収録されていた図版

は，一部の銅版画およびリトグラフによるものを

除いて，大半は木口木版画によるものである．前

章で示したように，ウィルソンの『人体解剖学体

系』とカーペンターの『動物生理学』からの図が『全

体新論』の図のほぼ半数近くを占めており，両書

が最大の典拠であるが，両書ともに木口木版画に

よる図を用いていることには注意が必要である．

西洋において木口木版画は 19世紀になって登

場した新しい版画技術であり，本文と同じ紙面に

図を印刷することを可能にした．それまでの西洋

における解剖図に多用されていた凹版による銅版

画，平版によるリトグラフでは，凸版で印刷され

る本文と版の高さおよび印刷の際の圧の違いによ

り，同じ紙面に印刷をすることが不可能であっ

た．西洋における木口木版画の登場は，本文と図

を同じ紙面に配置し，両者を関連づけての有機的

な編集を可能にしたのである．そして，1830年代

以降にはほとんどの解剖学書，あるいは生理学書

等で，木口木版画による解剖図の特性を活用した

編集がされるようになり，そのことが西洋におい

て極めて重要な医史学的特徴を醸し出している25）．

一方，『全体新論』ではウィルソンの『人体解

剖学体系』等に掲載される木口木版画による解剖

図だけでなく，その他の著作からの木口木版画に

よらないリトグラフ等の解剖図も併せて同一の丁

に集められている（各出典に掲載される図の印刷

方法については前章表 1参照）．そして，本文に

ついては改訂の手が加わらないままに，ただ単に

各編の冒頭に解剖図を集めた丁が挿入されてい

る．従って，本来の木口木版画による解剖図が有

していたはずの本文との有機的結合は，『全体新

論』において活かされることはなく，必然的に失

わされてしまったこととなる．

また，ウィルソンによる『人体解剖学体系』を

はじめ，出典となった著作に印刷される木口木版

画による解剖図では，多くの場合，詳細な部位名

が併記されている．参照されるべき図が本文の中

に嵌め込まれ，本文中では参照すべき図の番号が

言及され，さらに図中の部位名が本文の理解を助

けている．こういった本文と図を関連づけた高度

な編集の助けにより，解剖学の膨大で詳細な情報

は，読者にとってより理解しやすいものとなるの

である．図との関連づけがなければ，解剖学の詳

細な記述は無味乾燥なものとなってしまう．それ

に対して『全体新論』では，出典の図にあった部

位名の多くが省略されていて，出典の多くの図に

ある本来の意図は失われてしまっている．まして

や『全体新論』で説明される内容は，中国にとっ

て全く新しい概念を多々含むものであり，それを

正確に伝えようとする明確な意志があるならば，

そうした省略は避けていたはずである．図が本文

と別葉に印刷されたこととあいまって，『全体新

論』の内容が簡略なものに終わった一因であると

考えられる．

中国ではすでに明代において，本文と図とを同

じ紙面に印刷してそれらを有機的に編集した医学

書は刊行されており，その状況は清代においても

同様である26）．『全体新論』においてもたとえば

46C-a01，および 46C-b01等のごく一部の解剖図に

は，それに対する説明文が併記されており，ウィ

ルソンによる『人体解剖学体系』と同様に，解剖

図に対して有機的な論述を構成していくことは充

分可能であったことが伺える．しかし，ホブソン

はそれにも係わらず，当時の西洋における最新の

解剖学書等の形式を反映させることなく『全体新

論』を編纂したのである．つまり，ホブソンが『全

体新論』を通して近代中国にもたらした西洋の解



松本秀士・坂井建雄：『全体新論』に掲載される解剖図の出典について 475

『全体新論』各解剖図と出典との比較
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剖生理学は，旧態依然の銅版画ないしリトグラフ

の頃の形式によるものであるのだ．

さらに，脳神経に関する記述についてみれば，

『全体新論』では 9対に分類する 17世紀のウィリ

ス（Thomas Willis，1621–1675，英）以来の説を踏襲

し，第 7対が 2対に分かれることを辛うじて述べ

るに止まっている．現在の解剖学では 12対を数

えるが，これはゼンメリンク（Samuel Thomas von 

Sömmerring, 1755–1830，独）によって 1778年に確

定されたもので，旧説の 9対における第 7対が 2

つに分かれて顔面神経（第VII脳神経）と内耳神

経（第VIII脳神経）となり，第 8対が 3つに分か

れて舌咽神経（第 IX脳神経），迷走神経（第X脳

神経），副神経（第XI脳神経）となったものであ

る27）．1850年代までにドイツ語圏の解剖学書では

12対の脳神経を区別している28）．英語圏とフラン

ス語圏の解剖学書では，通説として知られている

9対の脳神経を紹介しながらも，実質的に 12対の

脳神経を区別しており，また 9対と 12対の対応

も明確にしている29）．

一方，ホブソンは第 8対が 3対に分かれること

には触れていない．ホブソンは脳神経に関して，

主要な出典であるウィルソン，およびカーペン

ターの主旨に明らかに反した内容を『全体新論』
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で伝えたこととなる30）．また，本稿で検討したB

群，およびC群の出典の中で，脳神経を論じてい

るものをみても，そのほとんどが旧説の 9対に併

せて新説の 12対を明確に示したものとなってい

る31）．さらに，ホブソンが後に編纂した『医学英

華字釈』（1858）においても，依然として旧説の

9対のみを説明するのみである32）．つまり，ホブ

ソンは近代中国にとって新たな概念となる神経系

の内容についても，その重要性について明確に認

識していたとはいえず，引用した解剖図にある本

来の意図を含めて充分に精査することなく，あく

まで概要を伝える意図で『全体新論』を編纂した

ことがわかる．

先述した従来の研究で度々取り上げられてきた

Wylie（1867）では，『全体新論』の書名を“Treatise 

on physiology”（生理学に関する論文）と英訳し

て紹介している．しかし，これまで取り上げられ

ることのなかった The British and foreign medico-

chirurgical review（1852）では，それよりも早い時

期に『全体新論』を紹介しており，書名を“An 

outline of human physiology”（人体生理学概要）と

英訳している33）．そのように『全体新論』があく

まで生理学，ないしは解剖生理学の概要を伝えた

ものであることは，後の『内科新説』でホブソン

自らが述べている通りである34）．ホブソンが去っ

た後の近代中国において最も顕著な医療宣教活動

をしていた米国人医療宣教師カー（John Glasgow 

Kerr, 1824–1901，中国名；嘉約翰）は，『全体新論』

があくまで概要しか伝えていないことを批判して

おり，そうした状況を受けて，近代中国にはじめ

ての本格的な人体解剖学の専門書として編訳され

るに至ったのが，米国人医療宣教師オスグッド

（Dauphin William Osgood, 1845–1880，中国名；柯

為良）による『全体闡微』（1881）である35）．そし

て，この書によってはじめて，脳神経を 12対と

数える新説が中国にもたらされるのである36）．

また，先述のように，近代中国において西洋医

学をいち早く取り込もうとした中国伝統の医家の

一派に「中西医匯通派」がある．その最も代表的

人物である唐宗海（1846–1897）は自著『中西匯

通医経精義』（唐，1892）において，『全体新論』

に描かれる「週身血脈管図」を引用して掲載する

とともに，この図が静脈を省略して描いているこ

とに対して，西洋医学でも血管系を見分けること

は困難である，と西洋医学の水準を批判している

ように37），『全体新論』が西洋の解剖生理学を概略

的にしか伝えなかったことが，かえって中国伝統

の医家達に西洋医学の水準を誤解させる結果と

なったという一面もみられる．

4．『全体新論』の意図と意義

以上に論じてきたように，『全体新論』に掲載

される解剖図は，その引用の図数からウィルソン

の『人体解剖学体系』を最も主要な出典とするこ

とがわかったが，この出典が人体の各部位ごとに

図示しながら詳細に論述することを主旨としたも

のであることには注意しなければならない．これ

に対して，『全体新論』での意図はあくまで西洋

の人体解剖学のおおよそを近代中国に伝えること

にあり，そのことで西洋医学の最も基礎である解

剖学の土壌を開拓し，西洋学問の気風を近代中国

に根付かせようとしたのである．

そうした出典の背景を踏まえれば，ホブソンが

『全体新論』の次に物理学・化学・生物学の概要

をまとめた『博物新編』を編纂したこと，続いて，

外科に関する内容を中心とする概説書『西医略

論』，産婦人科・小児科に関する概説書『婦嬰新

説』，内科に関する内容を中心とする概説書『内

科新説』を編纂していった上で，これらを併せて

『西医五種』のシリーズ本として完結させたこと

の最大の意図が何であったかを伺い知ることがで

きよう．つまり，ホブソンは近代中国に西洋の近

代的医学を伝えるためには，西洋の自然科学の学

問気風を築くことが先決と考えたのである．西洋

の近代的な癒しの術が，如何に西洋の最新の自然

科学の土台上に成り立ったものであるか，そし

て，人の生命現象を含めた全ての自然科学の現象

が，天地の創造主のなせる業であることを知らし

めることを通して，動乱の近代中国に救いの手を

差しのべ，自らの宣教師としての使命を果たそう

としたのである．そのことは，『全体新論』の最

後に「造化論」「霊魂妙用論」の節を設けて，新
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旧約聖書を引用しながら，専ら創造主と人の生命

の意義を論じることで，この書をむすんでいるこ

とからも明らかである．従って，ホブソンが専門

レベルの医学を伝えるための解剖生理学書を主旨

とせずに，あくまで西洋の自然科学の気風を中国

に伝えるための概要書として『全体新論』を編纂

するに止めたことの最大の理由はまさにそこにあ

るのだ．

次に，『全体新論』で伝えられた西洋の解剖生

理学が実質上，概説的に止まったことの直接的要

因をみれば，それを充分に伝えるだけの中国語の

体系を新たに創出しなければならないという課題

が余りにも大きかったことがあげられる．ホブソ

ンは『全体新論』において人体の各部位を表現す

るために暫時的に用いた中国語を，後に編纂の

『医学英華字釈』（1858）の中で改訂の手を加えな

がらまとめている．しかし，それらホブソンによ

る語彙は必ずしも解剖学用語として相応しい形態

を備えたものではなく，語彙数も不充分であっ

た．そして，近代中国に本格的な解剖学用語とし

ての中国語が充分な語彙数を伴って呈示されるの

は，前述のオスグッドによる『全体闡微』（1881）

を待つこととなる38）．つまり，西洋文明による医

学体系を近代中国に根付かせるためには言語的障

壁が存在したのであり，ホブソンはそれを容易に

回避するために，西洋の様々な解剖学書・生理学

書，さらには自然科学書等から多数の解剖図を引

用することで，視覚的な面からアプローチする手

法を試みたのである．そのことは，『全体新論』

例言において，翻刻の際には細心の注意を払って

解剖図を描いて欲しい旨が記されているように39），

ホブソンが特に解剖図の視覚面を重視していたこ

とからもわかる．そうした視覚面からのアプロー

チは，その当時の中国伝統医学の解剖学的知識と

の差を，詳細に描かれた西洋の解剖図を全面に出

しながら明確に知らしめることで，中国人に対し

て啓発的に西洋学問の新たな気風を受け入れさよ

うとする意図のものでもある．そうした意図は，

単に特定の出典に基づいて西洋の解剖生理学を訳

述することを避け，西洋解剖学の歴史的事例・臨

床的事例を随所に織り込み，中国伝統医学で独自

にいわれてきた解剖学的知識との違いを交えるこ

とで，西洋医学の優位性を主張しながら『全体新

論』の本文が構成されていることからも読み取る

ことができる．

そのように，ホブソンは『全体新論』の編纂を

通して，近代中国における西洋学問伝播のイニ

シャルとしての役割を果たそうとしたのであり，

そこには，中国のごく一般の人々に対して，より

幅広く分かり易いように，西洋の近代的な自然科

学の潮流を伝えようとした心づかいさえ感じるこ

とができよう．しかし，『全体新論』に盛り込ま

れた医療宣教師ホブソンの異文明医学への誘いは，

「中西医匯通派」を代表とする唐宗海をみる限り

決して成功したとはいえず，むしろ，あまりにも

概略的意図で解剖図が示されてしまったがため

に，漠然と理解するに止まらざるを得なかったの

である．すでに日本においては山脇東洋（1706–

1762）の『藏志』（1759）以降，解剖学的知識の

追求を深めようとした新たな流れがあったよう

に，『医林改錯』以降の近代中国における知的要

求は，より高いところを向いていたのである．中

国においては，陳定泰が自著『医談伝真』（1844

年成書，1875刊行）の中で，『医林改錯』に掲載

される「親見臓腑図」に対しての検証を，西洋の

解剖学書等に描かれる解剖図を直接にみて模写し

ながら行ったことは，その良い例である40）．

むすび

本稿によって，『全体新論』に掲載される解剖

図の最も主要な出典がウィルソンの『人体解剖学

体系』であることが明らかになったが，『全体新

論』そのものがウィルソンの『人体解剖学体系』

に記される最新の解剖学の知識自体を伝える目的

のものではなかったことも同時に結論づけられ

る．これまで明らかにされてこなかった出典にみ

る解剖図そのものが，新たな木口木版画による論

述形式，あるいは新説の脳神経を詳論しているよ

うに，医史学的に極めて重要な意義をもったもの

であることも改めて認識できた．しかし，ホブソ

ンはそれら解剖図が本来備えもつ意義の多くを切

り捨てることにより，西洋の近代的解剖学，ある
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いは生理学のおおよその全体像を概説していった

のである．前述の通り，西洋の外科に関する内容

を中心に概説する『西医略論』は後に『西医五種』

として，『全体新論』とともに刊行されている．

『西医略論』には執刀をともなう外科的治療術を

示した図等が多数描かれているのが特徴で，その

中には若干の人体解剖図も掲載されているが，そ

れは『全体新論』との併読を前提として編纂され

たものである41）．その上で『西医略論』には，図

によって概要は示すが，その実際的内容について

は詳論しないというホブソンの編纂における基本

方針が明確に述べられていて，中国伝統の医家が

倣うことを全く前提としていない42）．本稿での検

討結果を踏まえれば，その基本方針が『全体新論』

からの一貫したものであったことは明らかである．

そうしたホブソンの基本方針が意味するのは，中

国伝統の医家に対して，解剖学，あるいは執刀を

ともなう外科的治療術の習得のために両書が編纂

されたのではなく，幅広く中国の人々に対して西

洋医学の優位性を視覚的にわかりやすく主張しよ

うとしたということである．

一方，日本の『解体新書』（杉田他，1774）をみ

れば，図こそは本文と別刷りになってはいるが，

解剖学書が図と照らし合わせて読まれることの意

義が充分認識された上で，各項目ごとに記号をふ

りながらどの図をみるべきかを示して便宜を図っ

た旨が明記されている43）．『解体新書』ではさら

に，解剖学の各部位名の訳語を定める上での基本

方針が明確に述べられていて44），実際に訳出され

た語も全面的である．つまり，『解体新書』では

解剖学書における解剖図が，外科の要を担うため

の位置づけにあることが充分認識された上で，漢

方医・オランダ流外科医を含めた当時の日本の医

者に対して，その自らの医術向上の用に足りるよ

うに，専門レベルでの解剖学習得が意図されてい

たのである45）．しかし，『全体新論』では教養レ

ベルでの解剖生理学的内容が概説されるに止まっ

ており，中国伝統の医家の実際的な医術向上に対

する意図も非常に希薄である．従って，『全体新

論』が中国で果たした役割は，『解体新書』が日

本で果たした役割と同等ではなく，あくまで西洋

の自然科学の一分野としての教養レベルでの医学

の伝播を担ったものとするのがより適切である．

それらを踏まえた上で判断する限り，中国にお

ける『全体新論』が，日本における『解体新書』

と同等にして近代的西洋医学勃興の起点となった

という従来の見方は過大評価であることがわか

る．『全体新論』は専ら教養レベルでの概説的な

西洋解剖学を伝えたに過ぎず，『解体新書』と同

様に基礎医学構築の用に足り得るだけの専門レベ

ルでの西洋解剖学が最初に中国にもたらされるの

は，オスグッドによる人体解剖学の専門書『全体

闡微』を待たなければならないのである46）．

注

1） 銭超塵，温長路（2002）p. 31.

2） 『医林改錯』「親見臓腑図」にはたとえば，肺・心・

肝・脾・腎・胆・胃・小腸・大腸・膀胱・三焦，す
なわち従来の「五臓六腑」を表すものに加えて，「賁
門」（今日の噴門），「幽門」（今日の十二指腸等），「蘭
門」（今日の回盲口等），「遮食」（今日の幽門等），「津
門」（今日の十二指腸乳頭部等），「津管」（今日の乳
頭部胆管等），「総提」（今日の肝十二指腸靱帯あるい
は膵頭等），「瓏管」（今日の主膵管等），「精道」（今日
の輸精管等），「精孔」（今日の射精管等），「溺孔」（今
日の尿道等），「気管」（今日の動脈系の一部等），お
よび「血管」（今日の静脈系の一部等）などの語がみ
られる．

3） 中国伝統医学の流れを受けて，中西医匯通派はお
もに臓腑に関する図を中心に引用している．引用の
状況は，松本（2007a）参照．ただし，この稿では『全
体新論』に掲載される図の出典が不詳であったため
に，図の数え方は本稿と異なる．

4） ホブソンと『全体新論』の概要，および日本にお
ける刊行等の周縁的状況については，吉田（1997）
p. 271–315参照．ただし，『全体新論』に記される医
学的内容そのものが，日本の医学史にとって特別大
きな影響力をもったわけではない．

5） 島田（2003）ではクエイン，ウィルソン共著『解剖
学図譜集』（Quain, Wilson, 1842）のアメリカ版（1843）
で検討し，これにある図の一部が出典である可能性
を示唆するに止まっている．同論考では，和刻本『全
体新論』を用いているが，そこで翻刻された図には，
大小様々な異同がみられるため，図の厳密な同定は
不可能である．特に，同論考で示唆された「腸部脈管
図」「直割外腎図」は，細部の描かれ方の違いにより，
出典は『解剖学図譜集』の図ではない．八耳（2003）
ではこの論考を受けて，Quain, Wilson（1842）で検討
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し，同様に出典の可能性を示唆するが，それは本論
ではなく脚注での言及に止まる．

6） Wylie （1867），p. 126.

7） 一般に，中国・日本の各図書館の蔵書にみる合信．
陳修堂撰．全体新論．咸豊元年（1851）は扉に，咸
豊元年新鐫．全体新論．江蘇上海墨海書館蔵板．と
あり，文末となる七十一丁裏には，羊城西関金利埠
恵愛医館刊印．と記される．しかし，いずれの蔵書
にも咸豊三年八月秋（1853年9月3日－同年10月2日）
につくる「賛」1丁があること，7枚にまとめられた
リトグラフによる解剖図がないことから，再版本で
あることが判別できる．これまで，咸豊元年版とさ
れているもので，咸豊三年の「賛」1丁を付さずに，
リトグラフによる解剖図をもつものは未確認であり，
それらは正しくは咸豊三年の再版本『全体新論』で
ある．なお，咸豊三年の「賛」の文脈をみる限り，「賛」
を付す以前までにリトグラフによる解剖図をもつ再
版本が刊行されていたことが伺えるが，その年は特
定できない．本稿において検討対象とする『全体新
論』は咸豊三年の「賛」をもつ再版本とし，中国では
国家図書館蔵本および上海図書館蔵本，ならびに北
京瑠璃廠にある中国書店で入手の筆者蔵本，日本で
は龍谷大学図書館蔵本参照．

8） 『全体新論』例言の原文は「一是書図形．初就石版
絵刷．故図中頗雑．今用木版．悉皆照類分編．」．

9） 和刻本等については，合信，石黒厚（1874），およ
び，合信，高木熊三郎（1874）参照．

10） リトグラフによる解剖図を付したHarvard-Yenching 

Library蔵『全体新論』の扉も，新鐫咸豊元年（1851）．
全体新論．江蘇上海墨海書館板につくり，咸豊三年
（1853）につくる「賛」1丁が付され，文末となる七
十一丁裏には，羊城西関金利埠恵愛医館刊印．と記
される．本文，および図を集めた各丁も，『全体新論』
再版本と全く同じである．

11） ただし，『全体新論』「賛」では，掲載される図の
総数を271と数えている．この「賛」と同じ文面が『全
体分図』（葉 , 1853）の第八枚目にもある．『全体分図』
は『全体新論』に掲載されるリトグラフによる図，
および，木口木版画による図を全て集めて，リトグ
ラフによって印刷し直したもので，全 8枚からなる．
図の総数を 271と数えるのは，明らかにリトグラフに
よる図を含んだものであるが，木口木版画による図
の数え方についても若干の異同がある（注 22参照）．
現存する『全体分図』については，Wellcome library

（英国）に所蔵をみるのみであるが，第四枚目，およ
び第五枚目は逸散している．第一枚目～第三枚目は
『全体新論』の木口木版画による図，第六枚目～第八
枚目は同じくリトグラフによる図が集められている．
現存部分で判断する限り，『全体新論』における図の
配列順序に従って描かれている．

12） 『全体新論』に『博物新編』，『西医略論』，『婦嬰新

説』，および『内科新説』が加えられた『西医五種』
は上海図書館蔵本参照（『西医五種』としての刊行年
は不詳であるが，一般に，最も遅い『内科新説』の
成書年をもって刊行年としている）．この『西医五種』
の書名は，合信（つまり，ホブソンの中国名）の編
纂者名とともに，『西医内科全書』（嘉，1882）にある
刊行広告に掲載されることから，遅くとも 1882年ま
でに刊行されたことがわかる．
潘仕成輯刊『全体新論』海山仙館叢書（1852）もあるが，
そこに掲載される解剖図には大きな異同がある他，
解剖学的誤りがある．再版本『全体新論』例言では
「近見有数坊本．形図錯処頗多．失却本来面目．閲者
須当弁之．」と，誤りが多々ある図を含む模倣本が批
判されていることから，本稿では潘仕成輯刊本につ
いては除外して論じた．

13） 『全体新論』には唯一，序において「集西国医譜参
互考訂……撮要訳述成書顔曰全体新論」と述べられ
ているのみである．なお，この文脈では『全体新論』
が西洋医学書から要点を拾って訳述したものである
ことも示されている．

14）Medical Times and Gazette（1859），p. 555.「カーペン
ター『動物生理学』からの翻訳，およびクエイン，
ウィルソン，ペイリーからの抜粋」とあるが，状況
から判断して『動物生理学』本文の直訳ではなく，
これについても抜粋・要約程度であり，おもに解剖
図の引用を指して述べていることがわかる．また，
後述のように脳神経についてみても，これら出典に
反した内容を伝える等しており，その状況は明らか
である．

15） 後の 1848年にAnimal physiology単独での刊行本も
みられるが，Popular cyclopaedia of natural scienceのシ
リーズ本のものとほぼ同内容である．

16） クエイン『解剖学要論』Elements of anatomy（初版
タイトルは Elements of descriptive and practical anatomy: 

for the use of students）は，初版（Quain, 1828），第 3版
（Quain, 1834）で図を付さないことを確認した．図を付
すものは第 4版（Quain, 1837），および第 5版（Quain 

et al., 1848）を検討した．なお，第 6版は 1856年刊行
であるために対象外とした．

17） クエイン，ウィルソン『解剖学図譜集』（Quain, 

Wilson, 1842）は，骨格・靱帯編（1836），筋編（1837），
内臓編（1839），血管編（1840），神経編（1842）から
なり，それぞれ単独での順次刊行後に集成されたも
のである．

18） ウィルソン『解剖学者必携』The anatomist’s vade 
mecum: A system of human anatomyは，初版（Wilson, 

1840）以下，第 2版（Wilson, 1842），第 3版（Wilson, 

1845），第 4版（Wilson, 1847），および第 5版（Wilson, 

1851）の各版を検討した．
19） ウィルソン『人体解剖学体系』A system of human 

anatomy, general and specialは第 2 版（Wilson, 1844），
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第 3版（Wilson, 1847），および第 4版（Wilson, 1851）
の各版を検討した．

20） ベル，ブルーム共編『自然神学』Natural theologyは，
2巻構成のロンドン・ニューヨーク版（Bell, Brougham,

1836）の他，2巻構成のボストン版（Bell, Brougham,

1839），および 4巻構成のロンドン版（Bell, Brougham,

1845）の各版で検討した．
21） パクストン編『自然神学』は，Illustrations of Paley’s

natural theologyと題するオックスフォード版（Paxton, 

1826），およびボストン版（Paxton, 1827），ならびに
Natural theologyと題するボストン版 Paxton（1829），
およびボストン・ニューヨーク版（Paxton, 1831），なら
びに Paley’s Theology, with illustrations. natural theologyと
題するボストン版（Paxton, 1837a）の各版で検討した．

22） 『全体新論』「賛」では，掲載される図の合計を 271

と数えている．状況から判断して，01A-b01の図を 3，
10A-b01の図を 8，31-b01の図を 2（耳小骨が 2組描
かれている）と数え，加えて，リトグラフによる解剖
図を 49と数えたと考えられる．本稿表 3で数えた図
数 212との異同はそのためのものである．

23） 31-b01, 38B-a02, 52-a01の各解剖図については，出
典にある 2つの解剖図から合成したものとみられる
が，他に出典がある可能性も否めない．表 2では，合
成したものとして各図を二分して出典の図数とした．
そのため，表 2中の「図総数」でイタリック体で示し
た数は，各出典の図数とに異同があることを示した
ものである．

24） 初版本『全体新論』に付されていたホブソンによ
る英文 prefaceには，パリの解剖学をモデルとした旨
が述べられており（The Chinese repository. 1851; v. 20,

p. 538–539に転記されるホブソンによる当該 preface

参照），解剖図の状況からCloquetが重要な出典の一
つである可能性が高いと判断し，これを「B群」に分類
した．出典が不詳の 38A-a03, 60A-a09, および 60B-b01

については，Cloquetに近い解剖図があったために特
に「D群」としてあげた．

25） 坂井（2008），p. 289–292.

26） たとえば，『医宗必読』（李，1637），『増補医宗必読』
（李，1770），『黄帝内経霊枢註證発微』（馬，1805），『馮
氏錦嚢秘録雑症』（馮，1722）等で，本文と同じ丁に
「五臓六腑」の各図を描きながら，それらを有機的に
論述していることが確認できる．

27） Hildebrand（2005）を参照．
28） たとえば，Bock（1843）vol. 2, p. 66–97, Hyrtl（1851）

p. 604–627.

29） たとえば，Quain et al.（1848）vol. 2, p. 667–816, Gray

（1858）p. 475–500, Cruveilhier（1851–1852）vol. 4, p. 602–

729.

30） 表 1で示したA群のその他の出典については，
Quain-Wilsonでは旧説の 9対に従って脳神経を数えて
はいるが，その実質は新説の 12対を概説している．

Paley-Bell, Paley-Paxtonでは，脳神経の詳細について
は全く論じていない．

31） 表 1で示したB群・C群については，Bell，Cruveilhier，
Yeoman，Dunglison，および Sollyで脳神経に関する詳
細な記述があり，これらの中でYeomanのみが旧説の
9対だけを説明するが，他は全て新説の 12対に言及
している．

32） Hobson（1858），p. 10.

33） Highley（1852），p. 526．なお，この英文書名は木口
木版画による解剖図が加わる前の『全体新論』に対
するものであるが，既述のように，本稿で検討対象
とした再版本の本文は，初版本の本文と異同はない
ことから，『全体新論』本来の性質を的確に表現した
ものである．

34） 『内科新説』（合信，1858）序に「西国医理……全体
新論略言其概．」とあることによる．

35） 松本（2007a），p. 39–41.

36） 松本（2007b），p. 561–562.

37） 『中西匯通医経精義』（唐，1894）全体総論に「夫彼
所以不図廻血管者．以一来一廻．紛而難弁也．」とあ
ることによる（文中「廻血管」とはホブソンによる訳
語で，静脈を指す）．

38） 『医学英華字釈』で示された解剖学に関する見出し
語は 791，『全体闡微』巻末にまとめられた解剖学用
語の見出し語は 1733を数える．松本（2006），p. 12–16

参照．
39） 『全体新論』例言の原文は「凡欲翻刻是書者．一切
形図款式．皆宜細心雕鏤．因骨肉経絡部位岐微．縮
作小図．僅如塵末．」．

40） 松本（2005），p. 87–88.

41） 『西医略論』（合信，1857）序に，『全体新論』との
関係について「今更以此書相補而行．似於医理不無
裨益．」とあることによる．

42） 『西医略論』（合信，1857）例言に「後附鋸割手足等
図．係西国習用之法．不得不載．恐中医一時未能倣行．
姑不詳論．」とあることによる．

43） 『解体新書』（杉田他，1774）凡例に「解体之書最重
燭図譜而読焉．故各条必有図．共記符印以便観覧也．
読者宜相燭而看也．勿忽諸．」とあることによる．

44） 『解体新書』（杉田他，1774）凡例に「訳有三等．一
曰翻訳．二曰義訳．三曰直訳．如和蘭呼曰偭題験者
即骨也……余之訳例皆如是也．」とあることによる．

45） そうした意図は，たとえば『解体新書』（杉田他，
1774）凡例に「按解体瘍科之要．不可不知焉．諸証
之所在．外此而無可知焉……故欲能進于医焉者．苟
非淵源于此．則決弗能也．而我方之医．恬不知省者．
果何心哉．宜矣其不成刮骨之功也．余故於蘭書之中．
特抜是為翻訳範初学．」と，杉田玄白自身を含めて明
らかに医の道を志す者に対して述べられていること
にもよく表れている．

46） なお，『全体闡微』は木口木版画によるグレイの解
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剖学書をおもな出典として，解剖図には詳細な部位
名が直接的に書き込まれている他，本文も解剖図と
の有機的な論述がなされており，松本（2007b）p. 556．
図 1は『全体闡微』のそうした状況を端的に示す良い
例である．従って，『全体闡微』における解剖図の意
義は，明らかに『全体新論』のそれと一線を画すも
のである．
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On the Sources of the Anatomical Illustrations
Appearing in Quanti-xinlun

Hideshi MATSUMOTO 1),2) and Tatsuo SAKAI 2)

1) Rikkyo University, Department of Letters, Course of Philosophy and Creative Writing
2) Juntendo University, School of Medicine, Department of Anatomy and Life Structure

Quanti-xinlun by Hobson is frequently considered to have introduced European scientifi c anatomy to
modern China. It contains numbers of precise anatomical illustrations which surpass by far those found in
the Chinese traditional medical books. The impact of Quanti-xinlun derived mainly from the optical effects
based on the anatomical illustrations. The present study clarifi es for the fi rst time the sources of the
anatomical illustrations as being mostly from Wilson’s “A System of Human Anatomy” and Carpenter’s
“Animal Physiology”. However in Quanti-xinlun, the editorial sophistication present in the source books
was abandoned, with the result that the anatomical contents were extremely minimized. In view of modern
Chinese medical history, Quanti-xinlun provided an outline of anatomical knowledge, rather than a text-
book encompassing anatomical details. It is concluded that Quanti-xinlun was intended to introduce the
European way of thinking at the level of popular science.

Key words: anatomical illustrations, Quanti-xinlun, Wilson’s “Human Anatomy”,
Carpenter’s “Animal Physiology”, modern Chinese medical history


